
学
会
彙
報

（
昭
和
六
十
年
七
月
’
十
一
月
）

◇
学
術
懇
談
会

九
月
十
日
（
火
）
午
後
四
時
十
分

於
第
一
小
会
議
室

講
師
Ｋ
・
Ｎ
・
Ｏ
・
ダ
ル
マ
ダ
ー
サ
博
士

ス
リ
ラ
ン
カ
・
ベ
ラ
デ
ニ
ャ
大
学
教

授

講
題
甸
目
目
に
つ
い
て

◇
研
究
例
会

十
一
月
二
十
二
日
（
金
）
午
後
四
時
十
分

於
一
一
○
二
教
室

研
究
発
表

盤
珪
の
仏
道
観
に
つ
い
て

博
士
後
期
課
程
三
回
生
田
原
圭
介

浬
樂
経
に
お
け
る
仏
性
と
如
来
蔵
に
つ
い

て

博
士
後
期
課
程
三
回
生
藤
谷
信
道

非
択
滅
に
つ
い
て本
学
助
手
宮
下
晴
輝

研
究
発
表
終
了
後
、
第
一
研
究
室
分
室

一
に
お
い
て
、
発
表
者
を
囲
み
、
反
省
会

が
も
た
れ
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が
な
さ

れ
た
。

◇
人
事
（
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
付
）

昇
格
一
色
順
心
氏
（
短
・
専
任
講
師
）

新
任
白
館
戒
雲
氏
（
文
・
専
任
講
師
）

加
治
洋
一
氏
（
短
・
助
手
）

白
土
わ
か
氏
・
柏
原
信
行
氏
・
小
林

圓
照
氏
・
松
田
和
信
氏
（
非
常
勤
講

師
）
浅
野
玄
誠
氏
・
山
野
俊
郎
氏
（
特
別

研
修
員
）

白
土
わ
か
教
授
は
定
年
に
よ
り
三
月
三
十
一

日
付
で
退
任
さ
れ
た
。

仏
教
学
科
主
任
（
兼
本
学
会
会
長
）
が
長
崎

教
授
よ
り
三
桐
慈
海
教
授
に
交
代
さ
れ
た
。

◇
出
版
書
目

小
谷
信
千
代
著
『
大
乗
荘
厳
経
諭
の
研
究
』

文
栄
堂
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
刊
。

佐
女
木
教
悟
著
『
戒
律
と
僧
伽
』
《
イ
ン
ド
・

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ｉ
》
平
楽
寺
書
店
、
昭

和
六
十
年
四
月
刊
。

雲
井
昭
善
著
『
仏
教
誕
生
』
平
川
出
版
、
昭

和
六
十
年
四
月
刊
。

氏
家
覚
勝
先
生
、
逝
く
／
，

去
る
十
月
二
十
一
日
、
氏
家
先
生
の
逝
去
の

報
に
接
し
、
驚
き
と
共
に
大
切
な
人
を
失
っ
た

と
い
う
思
い
が
切
実
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
種

智
院
大
学
卒
業
の
後
、
本
学
の
大
学
院
に
入
学

さ
れ
、
山
口
益
先
生
、
安
井
広
済
先
生
の
下
で

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
を
学
ば
れ
た
。
博
士
課
程
終

了
の
後
、
請
わ
れ
て
高
野
山
大
学
に
赴
任
、
大

学
人
と
し
て
生
き
る
道
を
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

温
厚
な
人
柄
、
着
実
な
研
究
で
、
そ
の
将
来
が

嘱
望
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
誠
に
残
念
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
四
一
号
に
、
「
毘

慮
遮
那
仏
の
説
法
」
と
い
う
講
演
筆
録
を
い
た

だ
い
た
が
、
そ
れ
は
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
六

日
に
開
か
れ
た
本
学
会
主
催
の
公
開
講
演
会
で

ご
講
演
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
稿

が
初
校
と
な
っ
た
頃
に
先
生
は
入
院
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
今
に
し
て
思
え
ば
は
か
ら
ず
も
、
こ

れ
が
先
生
と
の
最
後
の
ご
縁
と
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
先
生
の
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
た
ご
逝
去

編
集
後
記
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を
悼
み
つ
つ
、
お
悔
み
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

マ
（
》
Ｏ

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
号
に
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
先
生
方
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
小
川
）

賛
助
会
員
募
集

次
の
要
項
で
賛
助
（
定
期
購
読
）
会
員
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
会
員
に
は
本
誌
を
発

行
後
す
み
や
か
に
お
送
り
し
、
本
会
の
出

版
物
を
割
引
価
格
で
お
わ
け
し
ま
す
。

○
年
間
会
費
（
二
冊
分
）

国
内
二
、
○
○
○
円

海
外
ロ
の
争
邑
．
ｇ

○
申
込
み
仙
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町

大
谷
大
学
第
一
研
究
室
内

大
谷
大
学
佛
教
学
会

＊
市
干
し
芦
込

学
会
）

、
／
、
ノ
、
ｆ
１
ｆ
、
／
、
〃
Ｉ
、
ｆ
１
ｆ

（
京
都
啼
函
畠
呂
大
谷
大
学
佛
教 口
の

は
郵
便
振
替
が
便
利
で
す
。I

’口 「佛教学への道しるべ」

(〒200円）昭和55年2月文栄堂刊

大谷大学佛教学会編

B6判370頁，定価2,500円

第一編インド佛教研究への道しるべ

第一章原始佛教舟橋一哉

第二章原始佛教一外国の文苑一佐々木現順

第三章戒律イリ|）教佐灸木教悟

第四章アビダルマ佛教舟橋一哉

第五章大乗経典櫻部建

第六章中観佛教安井広済

第七章唯識佛教安･井広済

第八章インド佛教史佐々木教悟

第九章チベット文献稲葉正就

第二編中国佛教研究への道しるべ

第一章中国佛教研究法私見横超慧日

第二章読解力の養成・必読すべき経論横超慧日

第三章概説害・参考書・基礎資料‘横超慧日

第四章学会誌と論文集横超慧日

第三編インド学研究への道しるべ

インド学散策雲井昭善

白土わか
第四編日本佛教研究文献要覧

坂東性純

申込み先会員・賛助会員，大谷大学第一研究室内佛教学会（遠方の方

は郵便振替を利用下さい）一般，文栄堂書店又はもよりの書店
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